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☆先生！見て！見て！！☆
師走の風が身にしみる季節･･･とりわけ朝はずいぶんと寒くなってきました。そんな中でも

子どもたちは元気です。中庭では朝から、たくさんの子どもたちが縄跳びをしています。

近くを通りかかると、あっちこっちから声がかかります。「先生見て！見て！」「先生見てて

よ！あや跳びできるようになったでぇ」「うしろ跳びで１０回連続で跳べるで！見てて！」も

うあっちこっち見るのが忙しくて･･･。とても上手に跳ぶので、「上手になったやん！よかっ

たなぁ！」「ようさん跳べるようになったなぁ！」と一人ひとりに声をかけます。そうすると、

また頑張って跳んでいます。そんな子どもたちの様子を見ていると本当に幸せな気持ちにな

ります。

☆「やさしさの花」・・・☆
１２月の「人権週間」にちなんで、保田小学校では「やさしさの花」の取り組みを行って

います。自分が見つけた友だちのいいところ、友だちにしてもらって嬉しかったことなどを
お花の形のカードに書いて、ろうかの「やさしさの木」に貼っていきます。友だちのいいと

ころを見つけられる目を持つこと、友だちに感謝する気持ちを持てることはとても大切なこ
とだと思います。そんな子に育って欲しいと思います。書いてもらった方は、自分のことを
見てくれている人がいることが嬉しいと思います。自分のいいところを見てくれる、自分の

したことに感謝してくれる････そんな仲間がいることで自分に自信も生まれてくると思いま
す。自分のことも友だちのことも大切にできる子どもに育つと思います。「やさしさの木」に

は、たくさんのカードが貼られています。カードに書かれている言葉を読んでいるととても
嬉しい気持ちになります。
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